
 

〒891-7101 鹿児島県大島郡徳之島町亀津784番地 Tel 0997(82)1850 Fax 0997(82)1851 

http://www.edu.pref.kaogoshima.jp/sh/Tokunoshima/ 

鹿 児 島 県 立 徳 之 島 高 等 学 校 

10月の行事予定表 

 ９月に入り，１ヶ月が経過しようとしています。今年の夏は，台風に翻弄されて予定してい
た計画を変更せざるを得なかった生徒も多かったようです。２学期は長いですので，計画を
しっかりと立てながら，勉強や私生活を実りあるものにしてほしいです。 

令和５年度 

９ 月 号 

２ ０ ２ 号 

校 長 雑 談  ～徳高プライド～   Vol.４ 「ゴジラ」の志 

ホエールタイム中間発表 

 ９月21日(木)６・７限目に，２学年ホエー
ルタイム(総合的な探究の時間)中間発表会を
実施しました。 
 この発表会は，ホエールタイムの授業で，
班に分かれて取り組んでいる課題探究活動の
途中経過を報告すること，また今後の方向性
や見通しを明確にすることを目的としていま
す。 
 今回は21班の発表を行いました。生徒た
ちはこれまでの取り組みについて堂々と発表
していました。発表会では質疑応答を設定
し，来場している生徒や職員によって活発に
意見交流が行われました。また今回は，３名
の講師を外部よりお招きし，発表会の質疑応
答への参加及び閉会行事での講評を務めて頂
きました。この中間発表会を通過点として，
探究を再スタートしていきます。    

第18回体育大会   

 ９ 月 ３ 日（日）に，多 数 の 御 来 賓，保 護
者，地域の方々にお集まりいただき，第18回
徳之島高等学校体育大会を開催しました。 
 台風の影響が心配されましたが，当日は晴
天に恵まれ，生徒の気迫みなぎる熱い体育大
会となりました。 
 体力だけでなく小テストで知力も問われる
「障 害 物 競 走」，伝 統 の「キ ビ か つ ぎ リ
レー」や「エイサー」に加え，応援歌「Your 
Story」のダンスなど徳高ならではの体育大会
を皆で楽しみました！ 

２学期がスタートしました 

～徳之島高校から「きゅうがめら！（こんにちは）」～ 

青い海・緑豊かな大地・赤く輝く太陽の下，イキイキと輝く徳高生の姿をPICKUPしました。 

 日本でも，アメリカでも，プロ野球のレギュ
ラーシーズンがそろそろ佳境を迎えています。 
 そんな野球界の今年の話題と言えば・・・大
谷翔平。まあ，とんでもない宝石が現れたもの
です。でも，その宝石は，長く続く不況・デフ
レ・コロナ・ウクライナ問題・物価上昇・・・
次々に報じられる暗いニュースに，たまに聞く
明るいニュースを忘れてしまいそうになりがち
な私たちに，大げさかもしれませんが「夢と希
望」をもたらしつづけてくれています。 
 このところでは，ＭＬＢでの大活躍・オール
スターのファン最多得票などなど。 
 その前に鮮烈な印象を残したのが，今年の春
に開催されたＷＢＣでの「栗山ジャパン」の快
進撃でした。もちろんＷＢＣでの快挙は，彼一
人の力で巻き起こされたものではありません。
何億円も稼ぐスタープレーヤーたちが，“日の
丸”を背負い，その重圧と戦いながら，一人一人
の力を懸命に振り絞った結果の総合力の勝利だ
と思います。 

 さ て，そ ん な“侍
ジ ャ パ ン”の 活 躍 に
私たちが胸を躍らせ
た直後，往年の大ス
ターである松井秀喜
が言った言葉に，私
は感動しました。 
 松 井 秀 喜 と 言 え
ば，私のような昭和
生まれの野球好きの
オジサンたちは死ぬ
まで忘れないプレー
ヤーの一人ではない

２日（火） 生徒指導朝礼④ 

４日（水） 中間考査（～６日） 

６日（金） 単車実技講習会 

７日（土） 
ベネッセ駿台記述模試 

     (3年,～８日) 

15日（日） 
個別大学模試 

  (３年,共通テスト受験者) 

16日（月） 全校朝礼,表彰式 

20日（金） 第二回日本漢字能力検定 

23日（月） 学年朝礼 

24日（火） 保健講話 

27日（金） 北中学校高校訪問 

28日（土） 
ベネッセ駿台マーク模試 

(３年,～29日) 

でしょうか。高校３年夏の甲子園での“５打席連
続敬遠”は大きな社会問題になりましたし，まさ
に“ゴジラ”の愛称が相応しい“怪物”で，あの夏は
「ものすごい高校生が出てきたもんだ」とテレビ
に釘付けになったものです。そして，読売ジャイ
アンツ入団後も大活躍し，さらに海を渡ってメ
ジャーリーグに挑戦。度重なる怪我や逆境と戦い
ながら，ニューヨークヤンキースの主力として
ワールドシリーズ制覇・ＭＶＰ受賞と、本当に
「伝説」と言える野球選手で，誰がみても「超一
流」の大スターです。 
 その松井秀喜さんが今春のＷＢＣの直後，
「（大谷選手をみていると）自分の志は低かった
なぁ（と思う）」と話されていたそうです。 
 もしかすると「日本一」，見方によっては「世
界一」の，一時代を築いたスタープレーヤーに，
自らの志を「低い」と言わせてしまう。 
 それぐらい大谷翔平はスゴい！ 
 と同時に，松井秀喜も同じぐらいスゴい！ 
 本当の意味で「突き抜ける」人って，アスリー
トとしての技量だけでなく，「人として」も優れ
ているんでしょうね。 
 もちろん、私はそんなレベルには到底たどり着
けませんが，でも，「日頃の行い」に改善の余地
はたくさんあると思っています。できるだけ，ほ
んのちょっとでも「志を高く」過ごしていきたい
と思った，今年の春でした。 


